
かタイトル 
（活動概要） 79 勝て勝てパワーじゃんけん

アプローチ 

（関連する力） 
「自分づくり」② ③ 

「仲間づくり」⑬ ⑭ 

タイミング 

（実施時期） 

お互いが仲良くなりはじめ、

さらに関係性を深めたいとき

活 動 

場 所 
教室 

所 要 

時 間 
15～30 分 

対象学年 
 幼・小低・小中・小高 

中１・中２・中３・高 
対 象 

規 模 
学級 

活 動 

場 面 
特別活動 

活 動 の 

ね ら い 

＜背景＞群れ合い体験の不足から集団で関わる楽しさを知らない子どもが多い 
・自分も友だちも大切な人間であることを感じる 

・友だちと一緒に遊ぶ楽しさに気づく 
・友だちに温かい声かけができるようになる 

準  備 ・全員分のいす（背もたれのないものがよい） 

学 習・活 動 支援の観点・留意点等 資料等 

１ 導入 
・先生や隣りの席同士でじゃんけんを楽しむ 
 
 
 
２ 主活動 
○やり方を知る 
 
 
 
 
  
 
 
 
○勝て勝てパワーじゃんけんをする 
 
 
３、ふり返り 
・勝て勝てパワーじゃんけんをして、感じた

こと、気づいたことをグループごとに話し

合う 

 
・楽しくリラックスした雰囲気

になるようにする 
 
 
・みんなのパワーを合わせること

が大切であることを知らせる 
 
 
 
 
 
 
・１グループを使ってやり方を

知らせる 
・手の温かさ、応援してくれる

友だちの思いを感じられるよ

う、声かけをする 
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・チームの気持ちが一つになり、

楽しくできたことをフィード

バックする 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

グループ対抗で力を合わせて勝て勝てパワーじゃんけんをしよう

・それぞれのチームが一列になる（全体では放射状になり、中心が先頭になるように座る） 

・じゃんけんの勝敗は「多いが勝ち」とする（出したじゃんけんの中で多かったものを勝ちとする）

・先頭の人に後ろからパワー（前の人の背中を手のひらでこすり）を送り、応援する 

・勝った人は後ろに回り、一人ずつ前にずれ、先頭が交代する 

・全員が終わったら終了（終わってないチーム同士で行う） 
・グループ（５～６人）対抗 

・勝敗にこだわらず、みんなで遊ぶ楽しさや、友だちの声かけや手の温かさなどを

感じられるように支援する 配慮事項 

・気持ちが一つになった状態を意識化させ、みんなで分かち合えるようにする 
 


